
編

集

後

記

▼「
田
植
え
作
業
楽
し
い
で
す
」

「
カ
エ
ル
を
捕
ま
え
た
い
」「
連

日
、は
っ
と
を
食
べ
ま
し
た
」

「
将
来
は
料
理
人
に
な
り
た
い
」

「
疲
れ
ま
し
た
」「
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
パ
パ
マ
マ
優
し
く
て

大
好
き
」「
帰
る
の
が
寂
し
い
」

農
家
民
泊
を
体
験
し
た
生
徒
た

ち
の
素
直
な
言
葉
が
い
つ
ま
で

も
心
に
残
り
ま
し
た
。（
渡
邊
）

▼
先
月
号
の
編
集
後
記
で
コ
ロ

ナ
禍
前
の
光
景
が
戻
っ
て
く
る

の
が
楽
し
み
だ
と
書
き
ま
し

た
が
、５
月
は
イ
ベ
ン
ト
と
ス

ポ
ー
ツ
の
大
会
で
怒ど

涛と
う

の
１
カ

月
を
過
ご
し
ま
し
た
。体
力
的

に
つ
ら
く
て
も
、イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
む
来
場
者
の
笑
顔
や
一
生

懸
命
プ
レ
ー
す
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
に
癒
や
さ
れ
ま
す
。も
っ

と
体
力
つ
け
な
い
と
。（
高
橋
）

▼
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
を
担
当

し
ま
し
た
。華
麗
に
走
り
抜
け

る
ラ
ン
ナ
ー
を
横
目
に
１
キ
ロ

先
の
目
的
地
に
歩
い
て
向
か
っ

た
の
で
す
が
、日
頃
か
ら
鍛
錬

を
積
ん
で
い
る
人
の
速
さ
に
驚

く
と
と
も
に
自
分
の
体
力
の
低

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。不
摂
生

な
自
分
の
生
活
を
見
直
し
、私

も
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
も
う

と
思
い
ま
す
。（
木
戸
浦
）

東北と世界をつなぐ架け橋に

　４年ぶりに現地開催した東北風土マラソン。実
行委員の皆さんは「またこのにぎやかな会場を見
ることができてうれしい」と笑顔を見せた。 
　実行委員会（竹川隆

たか

司
し

委員長）が活動を始めた
2014年、被災地をスポーツで支援したいとの思
いから企画。「ランナーはもちろん、ランナーじゃ
なくても楽しめるお祭りマラソン」をコンセプト
に、東北グルメを堪能しながらマラソンすること
ができ、会場内には東北の特産品や日本酒を提供
する出店が並ぶなど、家族連れでも楽しめるよう
にした。「最初は手探り状態で、地域住民や企業、関
係者の理解や協力を得ることに苦労した」と、生み
の苦しみを乗り越え、にぎわいという形で被災地
にエールを送ることに成功した。

　年々来場者数を増やし、多い年にはランナー約
6,800人、来場者約４万５千人を記録。盛り上が
りを見せていたが、20年に新型コロナの蔓延で延
期を余儀なくされた。どうにかして開催できない
かと、21、22年はオンラインで開催。海外のラン
ナーとのつながりも増え、現地開催の再開に向け
て希望のたすきをつないだ。
　「今年は以前までの規模とはならなかったが、ラ
ンナーや来場者が笑顔で楽しんでいる様子を見る
ことができてうれしい」と実行委員。竹川さんは
「これからはコロナ前よりさらに多くの人に東北
の魅力を伝えられるように励んでいきたい」と明
るい面持ちで前を向く。東北の繁栄を願う実行委
員会は新たな目標を見据えてスタートを切った。

東北風土マラソン実行委員会

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/


